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1. 平成23年３月期第１四半期の連結業績（平成22年４月１日～平成22年６月30日）

 (1) 連結経営成績(累計)
(％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年３月期第１四半期 2,696 55.3 348 ─ 347 ─ 152 ─

22年３月期第１四半期 1,736 ─ △62 ─ △61 ─ △15 ─

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

23年３月期第１四半期 6 76 ─

22年３月期第１四半期 △0 67 ─

 (2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

23年３月期第１四半期 18,979 11,234 59.2 499 38

22年３月期 18,122 11,227 62.0 499 10

(参考) 自己資本 23年３月期第１四半期 11,234百万円 22年３月期 11,227百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年３月期 ─ ─ ─ 3 00 3 00

23年３月期 ─

23年３月期(予想) ─ ─ 2 00 2 00

3. 平成23年３月期の連結業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日）
(％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 3,960 15.0 217 ─ 189 ─ 110 ─ 4 89

通期 7,500 7.9 309 ─ 259 ─ 160 2.3 7 11



 
(注) 当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

 
(注) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

 
(注) 「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成

に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

 
  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算

短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していませ

ん。 

  

 上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報及び将来の業績に影響を与える不確実な要

因に係る本資料発表日現在における仮定を前提としています。実際の業績は、今後様々な要因によって

大きく異なる結果となる可能性があります。業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用にあたっ

ての注意事項等につきましては３ページ「1.当四半期の連結業績等に関する定性的情報(3)連結業績の

予想に関する定性的情報」をご参照下さい。 

4. その他（詳細は、【添付資料】P.４ページ「その他の情報」をご覧ください。）

(1) 当四半期中における重要な子会社の異動 ： 無

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ： 有

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
 

 ① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 有

 ② ①以外の変更 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 23年３月期１Ｑ 22,500,000株 22年３期 22,500,000株

② 期末自己株式数 23年３月期１Ｑ 3,843株 22年３月期 3,794株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年３月期１Ｑ 22,496,191株 22年３月期１Ｑ 22,496,311株

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
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当第１四半期連結会計期間(平成22年４月１日から平成22年６月30日)におけるわが国経済は、新興国

の成長に支えられ、輸出や生産が拡大基調にあるものの、急速な円高と株安が企業収益を圧迫し、景気

の自立回復に向けて動き出したメカニズムに軋みが感じられる状況であります。  

 当社グループの中核事業の販売得意先となる遊技場業界におきましては、１円パチンコ、５円パチス

ロなどホール営業の多彩なオペレーションが展開され、とりわけパチスロ機においては人気機種の登場

と相まって集客に向けての一定の成果を挙げつつあります。  

 当第１四半期連結会計期間の機器事業におきましては、プレキャンペーン中から遊技場、プレイヤー

双方から大きな反響と期待が寄せられたパチスロ機『ひぐらしのなく頃に・祭』を発売しました。  

 また、樹脂研磨式メダル補給・回収システム『クリスタルＭ』がメンテナンスフリー・低騒音・省電

力効果を実現し、パチスロ環境のリフレシュを志向する遊技場から大きな支持を得ました。  

 不動産事業におきましては、賃貸用不動産（レジデンスタイプ２棟、総額406百万円）を取得しまし

た。  

 この結果、当第１四半期連結会計期間における連結業績は、売上高2,696百万円（前年同期比55.3％

増）、経常利益347百万円（前年同期は経常損失61百万円）、四半期純利益152百万円（前年同期は四半

期純損失15百万円）となりました。  

 なお、セグメントの業績は、次のとおりであります。  

（機器事業）  

 機器事業につきましては、パチスロ機『ひぐらしのなく頃に・祭』は、販売活動が第２四半期の初頭

に及びますが、周辺設備機器と合わせて当第１四半期は売上高2,575百万円（前年同期比60.3％増）、

セグメント利益368百万円（前年同期は営業損失24百万円）となりました。  

（不動産事業）  

 不動産事業につきましては、土地・建物の賃貸事業に特化したことにより、当第１四半期は売上高

126百万円（前年同期比6.6％減）、セグメント利益84百万円（前年同期比18.1％増）となりました。  

  

 当第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」及び「セグメント情

報等の開示に関する会計基準の適用指針」を適用しておりますが、これによるセグメントへ与える影響

がないため、前年同期比較を行っております。  

  
  

  

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報
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（資産、負債及び純資産の状況） 

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末（平成22年３月31日）に比べ856百万円

増加し、18,979百万円となりました。 

流動資産は、前連結会計年度末に比べ532百万円増加し、9,062百万円となりました。これは主に現金

及び預金の増加（296百万円増）、仕掛品の増加（129百万円増）、その他に含まれる未収入金の増加

（297百万円増）の一方で、商品及び製品の減少（153百万円減）よるものです。 

固定資産は、前連結会計年度末に比べ323百万円増加し、9,916百万円となりました。これは主に不動

産事業における賃貸用不動産の取等による建物及び構築物の増加（100百万円増）、土地の増加（306百

万円増）によるものです。 

負債合計は、前連結会計年度末に比べ850百万円増加し、7,745百万円となりました。これは主に支払

手形及び買掛金の増加（400百万円増）、未払法人税等の増加（123百万円増）、長期借入金の増加

（199百万円増）によるものです。 

純資産合計は、前連結会計年度末に比べ6百万円増加し、11,234百万円となりました。これは主に利

益剰余金の増加（84百万円増）の一方で、その他有価証券評価差額金の減少（78百万円減）によるもの

です。 

この結果、自己資本比率は59.2％と前連結会計年度末に比べ2.8ポイント減少しました。 

  

（キャッシュ・フローの状況） 

当第１四半期連結会計期間におけるキャッシュ・フローは、営業活動による530百万円の収入、投資

活動による372百万円の支出、及び財務活動による138百万円の収入となりました。 

 この結果、当第１四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末に比べ

296百万円増加し、3,431百万円となりました。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動の結果得られた資金は530百万円となりました。これは主に税金等調整前四半期純利益327百

万円の計上、減価償却52百万円の実施、たな卸資産の減少94百万円、仕入債務の増加386百万円がある

一方で、売上債務の増加324百万円があったことによるものです。  

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動の結果使用した資金は372百万円となりました。これは主に有形固定資産の取得による支出

373百万円によるものです。  

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動の結果得られた資金は138百万円となりました。これは主に長期借入れによる収入500百万円

の資金取得がある一方で、長期借入金の返済300百万円、並びに配当金の支払が60百万円があったこと

によるものです。  
  
  

平成22年５月14日に公表いたしました第２四半期連結累計期間及び通期の業績予想に変更はありませ

ん。 

  

(2) 連結財政状態に関する定性的情報

(3) 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

  

  

①棚卸資産の評価方法 

第１四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末の

実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算出する方法によっております。  

②固定資産の減価償却費の算定方法 

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算出

する方法によっております。 

③繰延税金資産の算定方法 

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時

差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度末において使用した将来

の業績予測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。  

  

  

（会計処理基準に関する事項の変更） 

・「資産除去債務に関する会計基準」等の適用 

当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平

成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21

号 平成20年３月31日）を適用しております。  

 これにより、営業利益、経常利益が1,080千円減少し、税金等調整前四半期純利益が25,945千円

減少しております。  

 また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は58,079千円であります。 

  

（表示の変更） 

・四半期連結損益計算書関係 

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づき財務諸

表等規則等の一部を改正する内閣府令（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適用に伴い、当第

１四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。 

  

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要
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3. 四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,431,912 3,135,192

受取手形及び売掛金 1,985,736 1,960,221

商品及び製品 468,359 621,417

仕掛品 510,683 381,172

原材料 1,813,494 1,878,830

繰延税金資産 92,668 70,552

その他 771,952 498,983

貸倒引当金 △11,867 △16,307

流動資産合計 9,062,940 8,530,063

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,966,217 1,865,749

土地 6,217,351 5,910,750

その他（純額） 159,294 164,136

有形固定資産合計 8,342,863 7,940,636

無形固定資産 14,529 14,623

投資その他の資産

投資有価証券 1,047,095 1,075,512

長期預金 100,000 100,000

繰延税金資産 17,815 17,848

その他 581,198 631,320

貸倒引当金 △187,200 △187,200

投資その他の資産合計 1,558,909 1,637,481

固定資産合計 9,916,301 9,592,740

資産合計 18,979,242 18,122,804
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,977,720 1,577,178

1年内返済予定の長期借入金 1,393,100 1,270,584

未払法人税等 205,578 82,069

賞与引当金 48,750 28,900

製品保証引当金 7,500 4,500

その他 238,602 153,934

流動負債合計 3,871,251 3,117,165

固定負債

長期借入金 2,608,273 2,531,545

退職給付引当金 17,386 16,454

役員退職慰労引当金 417,692 415,275

負ののれん 9,213 9,981

資産除去債務 58,079 －

その他 763,258 804,513

固定負債合計 3,873,902 3,777,768

負債合計 7,745,154 6,894,934

純資産の部

株主資本

資本金 1,006,900 1,006,900

資本剰余金 673,700 673,700

利益剰余金 9,748,635 9,663,991

自己株式 △3,829 △3,819

株主資本合計 11,425,406 11,340,771

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △191,317 △112,901

評価・換算差額等合計 △191,317 △112,901

純資産合計 11,234,088 11,227,870

負債純資産合計 18,979,242 18,122,804
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(2) 四半期連結損益計算書

【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
 至 平成22年６月30日)

売上高 1,736,138 2,696,922

売上原価 1,394,519 1,937,492

売上総利益 341,618 759,429

販売費及び一般管理費

販売促進費 20,676 91,744

役員報酬 52,285 47,773

給料手当及び賞与 72,451 46,421

賞与引当金繰入額 5,162 9,798

退職給付費用 9,466 6,287

役員退職慰労引当金繰入額 2,572 2,417

製品保証引当金繰入額 5,000 7,500

その他 236,732 199,454

販売費及び一般管理費合計 404,347 411,395

営業利益又は営業損失（△） △62,728 348,033

営業外収益

受取利息 974 148

受取配当金 6,502 7,319

その他 6,355 6,005

営業外収益合計 13,831 13,474

営業外費用

支払利息 12,190 13,587

その他 20 －

営業外費用合計 12,210 13,587

経常利益又は経常損失（△） △61,107 347,920

特別利益

固定資産売却益 － 60

投資有価証券売却益 53,557 －

貸倒引当金戻入額 1,000 4,500

特別利益合計 54,557 4,560

特別損失

固定資産除却損 － 52

製品回収費用 6,516 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 24,865

特別損失合計 6,516 24,918

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期純
損失（△）

△13,065 327,562

法人税、住民税及び事業税 1,945 197,513

法人税等調整額 60 △22,083

法人税等合計 2,005 175,430

少数株主損益調整前四半期純利益 － 152,132

四半期純利益又は四半期純損失（△） △15,071 152,132
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△13,065 327,562

減価償却費 77,360 52,175

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,050 △4,440

製品保証引当金の増減額（△は減少） 1,000 3,000

賞与引当金の増減額（△は減少） 314 19,850

退職給付引当金の増減額（△は減少） 608 932

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 2,572 2,417

受取利息及び受取配当金 △7,476 △7,468

支払利息 12,190 13,587

投資有価証券売却損益（△は益） △53,557 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 24,865

売上債権の増減額（△は増加） 274,583 △324,243

たな卸資産の増減額（△は増加） △247,715 94,396

仕入債務の増減額（△は減少） △223,625 386,892

その他 △168,474 15,705

小計 △346,334 605,232

利息及び配当金の受取額 8,318 7,471

利息の支払額 △12,028 △13,623

法人税等の支払額 △9,781 △68,204

営業活動によるキャッシュ・フロー △359,825 530,875

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の払戻による収入 150,000 －

投資有価証券の取得による支出 △181,080 －

投資有価証券の売却及び償還による収入 318,811 －

有形固定資産の取得による支出 △58,010 △373,031

有形固定資産の売却による収入 － 142

貸付金の回収による収入 10,000 50,105

子会社株式の取得による支出 － △50,000

その他 561 59

投資活動によるキャッシュ・フロー 240,281 △372,723

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入れによる収入 － 500,000

長期借入金の返済による支出 △266,015 △300,756

自己株式の取得による支出 △34 △9

配当金の支払額 △98,698 △60,666

財務活動によるキャッシュ・フロー △364,747 138,568

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △484,291 296,719

現金及び現金同等物の期首残高 4,315,075 3,135,192

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,830,783 3,431,912
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当第１四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年６月30日） 

 該当事項はありません。 

  

  

（単位：千円） 

 
（注）１ 事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。 

２ 各区分の主な事業内容 

（1）機器事業 

遊技場（主としてパチンコホール）向けの自動サービス機器、システム機器等の製造・販売、遊技機の

製造・販売、及びカードシステム等の販売 

（2）不動産事業 

不動産の賃貸及び販売事業 

  

  

当第１四半期連結累計期間において、本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店が

ないため、該当事項はありません。 

  

  

当第1四半期連結累計期間において、海外売上高がないため、該当事項はありません。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日)

機器事業 不動産事業 計 消去又は全社 連結

売上高

(1)外部顧客に対する売上高 1,606,589 129,549 1,736,138 ─ 1,736,138

(2)セグメント間の内部売上高
又は振替高 ─ 6,842 6,842 (6,842) ─

計 1,606,589 136,391 1,742,981 (6,842) 1,736,138

営業利益又は営業損失（△） △24,033 71,446 47,412 (110,141) △62,728

【所在地別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日)

【海外売上高】

前第１四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日)
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 (追加情報) 

当第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17

号 平成21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準

適用指針第20号  平成20年３月21日)を適用しております。 

  

  １．報告セグメントの概要 

当グループの報告セグメントは、当グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であ

り、取締役会が経営資源の配分の決定や、業績を評価するために定期的に検討を行う対象となってい

るものであります。 

当グループは、事業内容別のセグメントから構成されており、「機器事業」「不動産事業」の２つ

を報告セグメントとしております。 

各報告セグメントの事業内容は次のとおりであります。 

 
  

  ２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：千円） 

 
（注）１ セグメント利益の調整額△104,997千円は、親会社の管理部門に係る費用であります。 

 ２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

  

当第１四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年６月30日） 

 該当事項はありません。 

  

【セグメント情報】

事業区分 主要製品及び事業内容

機器事業
遊技場の自動サービス機器、システム機器の製造・販売         
遊技機の開発・製造・販売 
機器の保守メンテナンス

不動産事業 商業用ビル、居住用ビル（マンション）等の賃貸

当第１四半期連結累計期間(自 平成22年４月１日 至 平成22年６月30日)

機器事業 不動産事業 計 調整額(注)1
四半期連結損
益計算書計上
額(注)2

売上高

(1)外部顧客に対する売上高 2,575,961 120,960 2,696,922 ─ 2,696,922

(2)セグメント間の内部売上高
又は振替高 ─ 5,590 5,590 △5,590 ─

計 2,575,961 126,550 2,702,512 △5,590 2,696,922

セグメント利益 368,623 84,407 453,031 △104,997 348,033

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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